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蝉騒慶長九年本節用集について
廣　濱　交　雄
　慶長九年本という名は，奥書によった。筆者名の部分に虫喰があって．不完
全なものであるが，筆者は，名舜（と読んだのであるが）という摘か僧侶らし
い感じがする人である。仏家人名辞典や，その他の
人名辞典の類にあたってみたが，その人の名は晃付
らなかった。
　筆者について，どうも素性がわからないのでラ筆
写の時を以て命名したのである。
　この本は，国立国語研究所の所蔵である。縦70セ
ンチ，横21．3センチの大本で，浅葱色の表紙は，後
人が修補の際に付け替えたものである。だから，最
初には付いていたでもあろう題籏はない。
　「節用集」の名は，第五丁表に書いてある。
　イから始り，ヲまでの零本である。しかし，カの
一部が，いわば下書きといった体裁で付け加えてあ
るが，ここは虫喰の部分が多い位である。イからヲ
で一冊になっているというのは，他に類を見ない分
け方である。
　そこで，まったく空想めいた考で，この分け方を
理由づけてみた。いろは歌を，俗間に行われている
ような意味づけをして読んでみると，いろはにほへ
とちりぬるを」わかよたれそつねならむ」うみのお　　　　（奥　　丁τD
くやまけふこえて」あさきゆめみしゑひもせす」となる。（「四声開合抄」のア
クセントなどその参考となるであろう）。この区切り方を，これが四冊本であ
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つたかもしれないことに関係づけて考えたいのである。そうすれば，この区切
り方は四冊本であったということの一つの樋りどころとなろう。
　二二は，袋綴り仕立てになっているQ
　墨付き45丁である。
　第1丁表は，
　　以下め引相は，すべて原文の縦書きを，横書きにする。上のルビは，原交では右側
　　にある。下のルビは，左側う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1三井額
　　カサ　カサフタ　カタネ　カツケ　 ガイピヤウ　　　瘡　痂　繍　脚気　咳病気
　　官名掃部民＝孟夢蕩箕勘解由主計頭度支郎
　　上輪舞郷監寺僧ノ官
　畜類鶴顯響蝿輔鴻大也鴨発属辮㈱
のように，力部の病名門の終りから始り，山山の一部に及んでいる。
　岡裏は，
三舎蝸蟹蠣蛙（下略）
と，畜類の語が続いている。
　第2丁は，表裏とも，
　　　トガウ　シ　　　　　　　　　　　　スイ　筆一兎毫紫毫吐花月毫帯解
　　　　　　　　ゲソウソ　　　ヘソチソ　三一松葉天雨玉盾玄飛松心畑媒青松
　　クワソ　トウリウ　　タソ　硯一貫花洞竜瓦端菓海石金石右亀首
　　　　セイ　　　　　ほクシユウ　紙一魚皮青雲斎鹿誘花由露
のような異名集がある。ただ，最後の
　　　　　ヘイグワケソトンシヤウギソタウ　魚異名　由薄鰍剣呑舟銀刀
△青陽春天；茱崩夏天　白鰻秋天玄冬冬天
の体裁は，他の部分とは違っている。他の異名集からとってきて，付け加えた
ものらしい。
　第3丁表裏と第4丁表までは，これと同じ異名集がある。やや語の順序が入
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れ掻っていたり，右側にあるかなが違っている程度の差はある。例えば，流浮
の，リヨウフがリウフに，呑舟の，トソシヤウがドンセウになっているとい
ったものである。
　第4丁裏は，右上に，
　　自答至遠
と記してあるたけ。
　第5丁表は，右の写真
にあるとおりて，ここか
ら本文か始っているので
ある。
　本文は，第44丁表まで
続き，同裏は，奥書（前
掲の写真）がある。
　第45丁は，右の写真の
第5丁と同じであるが，
かなは無い。下書なので
あろう。
　以上を通観して，第3，
・丁は，第・丁数諦灘
があるから，付録と考え
て，第2丁は，付録の’下
書き，第1丁も力部の一ドnt。
書きの一部と考えよう。　　　　　　　　　（第5丁表）
そうなると，この本は第3丁の付録から騰ることになるが，それにしては，筆
　トガウ
ー一e毫紫毫……でとつぜん織るというのは｝なんとも落惹かない。付録が前に
付くという点については，上濁萬年・橋本進告両博±の『古本節用集の研究』
（以下『研究』と略称する）133ページに，「見解集には必ず附録があって木
文の後，時としては前に，多少の事項が附載してある」とある。
　門数は，別に掲げた表のとおりである。天地・時節・草木・人倫・人名・支
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躰・官名・奮類・財宝・食物・言語・数盤・銭数の十三門である。
このうち，銭数は，イ部だけにあり，
　　　　　　　慶長九年本節用集旧名一覧
　　1例馴剰耳1剖辺降降梱ll馴留陣刷・回・　・1ゆ「・1回・「・1・，目・1
・…櫛10ilOiゆ・ゆ1・i・1・・口・・
草木i・｝i・○・1・！○・1・i・｝OiO・i｝○・
燃ゆi・ゆゆ・i・i・・ゆ｛・ゆ1・・1・・
周・ゆゆゆ・回・・回・i・ゆ・ゆ・ゆ・
耕回・ゆ○・ゆゆ・ゆ団 lo，
酩iOゆ10iゆ・。｝・・ゆ・・口・・
綱・｝・…　回・・ゆ回・1・・ゆ・1・・
財宝団・回・・回・・ゆ1・1・ゆ・ゆ・ゆ・
酬・・ゆ・・叫○・i・｝ loio
翻・団・ゆ・回・11回・1・ゆ・ゆ…1
acttti　01　l　o　ioio11 Iol
釧・N 1
註
??…………（??）? ????? ?? ???????
　○印は、その門がある。数字は門の順序を示す。門門のないものは上からの順。
　　　銭数博聞録
一z。二示三王西罪五善六交七9．．肩．　1，
　不句　　不小　　不直　　不非　　不口　　不入　　不白　　不刀
　クワン　　　　　 シン九日＋靴．
　不点　 綴金
となっている。前掲の写真と比較してみればわかるように，△印がなく門名の
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書き方は他と違っている。r研究』189ページの，「弘治二年本類には附録になっ
ているこの部分を，本文の中に入れて，銭西門を新しく作っている本がある。」
という説明も，外見上の，体裁の不統一からうなずけるQ
　ついでに言う。数量門は，イ・ハ・二・リ部だけにある。まず，イ部は，
△数號鰺隷伍麟吊上拾一舛難暑歪解編欝
とあるだけ。弘治二年本類で数鍛としているような語は，吉語門の最初に，
△論一砺繍燗遜一統天下一tr一i露）・ま・めてあ・・
　ハ部のは，八音・八宗・八苦・八目徳水・八三田の諸語である」
　二・リ郎は，それぞれ二Ili三・六義だけ。
　永禄十一年本，弘治二年本，図書寮本では，八音，二王などは附録の中に入
っているQ
　まだ，系統のことにはふれていないが，この本の系統でいうとラヲ部にも数
量門がある筈であるが，見楽らないのは，筆写の時に落したのかもしれない。
　　　　　　　　　　　　　古本節用集系統図
原本一
一第一ボー伊京集
一第二本一
一一一窒пｩ［欝葦翻治端【沐
　　　　　　一滴豪一一図書寮零本
　　　　　　　　　　　一和漢通用集
・一?x本原本一
　　　　　　一一本一永禄二
　　　　　　　　年本四原本
＿一
A＿天貯卜醐、、　一第二種原面
一天正二十年本原木
一・謗O本一鰻頭屋本
一鞭原木一［永禄琳
　　　　　　礒
一第三種原本一
　’禄二年ホ
　　寸井木
　　空本
一両足院本
曹田本
コー経亮本
一［五辻本
　イ部の最初が，印度で始っているから，『研究』の分類に従うと，印度本である。
　『研究』の印度本の系統図（一部省略）は，上図のとおりである。『研究』は，
大正5年刊行であり，その後世に出た古本も多い。　（三廻忠雄「橋本博士以後
の節用集研究」国語学第五輯昭和26年2月，川瀬一一馬「古辞書の研究」昭和30
・年11月，山田忠雄「川瀬一馬氏著古辞書の研究」（書評）国語学第26輯昭瀦31年
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10月，以上参照のこと）この系統図も補正しなければなるまい。（これに関し
ては，山田忠雄氏にその準備があると鰯いている。）
　さて，この慶長九年本は，この系統図のどのグループに属すのであろうか。
　弘治二年忌類と比較してみよう。門数は，この類は15門あるのに卜して，13
門である。病名という雲井こそないが，ハ部には，抜頭以下の語を病めてあ
る。この類では附録としてある語が，本文の中に入っていることは前にふれて
ある（前ページ10行目）◎さらに，註についても，金体に簡単である。以上の諸
点から推して，慶長九年本は，弘治二年本類に属しないと考える。
　そうなると，永禄二年子類になる。まず，第一種の永禄二年本（大阪府立図
書館蔵）と比較してみよう。
　この種の本の，もっとも特徴的な個所は，人名門に，画家名が多いことである。
　チ部人名を例にとってみよう。
　　　　　　　　ヂキフ　　チソシケソ　　チヤウシケウ　チヤウサン　チウクワ　　チウホク　　チソシ諏フウ　　チ翼シヤ　堅頭醗子　僧階　直夫　陳士元　張子恭　定山　中和　仲穆　陳所翁　猪者
　チャゥハゥショ　　　シクソ　チャゥハウシユク　　　　　　　チヤウケツロ　　　　　　　チクサイ　　チンセィエイ　ヂヤウテウ　張芳汝　張思訓　張芳淑　張伯洪　張月湖羅漢　　竹齋　陳世榮定朝
これが永禄二年本である。（註は省略してある。以下もこの例にならう）
　慶長九年本では，
　チヨトウケソシチヤウリヤウチヤウテウ　チバ　チャブ　チウテウ　チヘハ　猪頭蜆子　張良　定朝　千葉　秩父　中条　長千石
となっている。その差がいかにもはっきりしている。リ部人名門でも，颪家名
葺名の差がある。
　また，『研究』176ページに挙げてある比較表を借りよう。
一紀の下
品
八仙人の註
傍若無人の註
村井本
十二年イ
十ニケ月云
イシタヘキ
嶋イ戴ト
　　　子イ李適之
　猛
　イ
桓温二者也
永禄二躰離i議慶長九年本
＋二年云i＋ニケ咽伊勢云
／隆厩・ ???????
李適之垂球細断
　　　　（尭）
桓温購也心頭馳桓簾馳
桓猛貴者也・
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このようになる。なお，『研究』の，「貴人也」の，人，は，者，の閥違いであ
るから訂正しておく。
　前述の入名門の語の出入と，この表とから，纂一種ではないと断定できよう。
　第三種と比較してみよう。この種の本の特微となっている，ケ・サ。キ・セ
部の楽名門は，ヲ部までしかない慶長九年本では，比較しようがない。つぎに
天地門に名所名が多いという点についてはどうであろうか。例えば，経野饗
（京都大学附属図書嬉蔵）のへ部の，
　ベキラノフチ　　ヘソムラ　　ヘビミソ　　ヘルヤマ
　泪羅淵　野村　丁丁　倍由
ヲ部の，
　クヘイカワ　　ヲヘハラノ　　　ヲヘ　ツ　　　ソンジヤウジ　大井河　大原野　大津　園城寺
が，慶長九年本より多い。
　ただこれだけの根拠で，第三種でないと言うのは，少々薄弱ではあるが特徴
として挙げてある語がないという点で，消極的根拠としたい。
　最後に残ったのが第二種である。そのうちの両足院本（建仁寺爾二院蔵）と
箋空本（宮内庁書陵部蔵）との語の異同を調べてみた。語の順序もほとんど一
致している。語の出入りについては，以下にその一部を例を挙げて検討する
が，一応統制がとれているし，さらに，前ページの比較表も示している。
　よって慶長九年本は，第二種に属するものと判定した。
　山田忠雄氏は，圏語学辞典の，節用集の項で，「最近世に出た慶長九年本（上
巻のみ，国立国語研究宝蔵）は，この類（廣濱註・第二種のこと）の最古ホと
して注目すべき本である」と述べておられる。
　第二種に属する難空本・両足院本両本と比較してみよう。
　慶長九年本のイ部人名門を例にとろう。
闘鶏避寒①瀕三塁ゴdi　ご置1荏罐鱒1硲繭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　マへ平取父症②竺聚薯③荏碧④箭1暑覆舞軸藷谷即吟
　　　　　てロヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なへ
葎桑籠i⑤
　　　　　　認　　　　　　　　　　　　　　イソカヤ　　　イサカワ　　 　イタサ　①に伊藤『葺欄外に板坂磯谷今川今村
　　　　　一三
の語が入るのが，両足院本。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　イヌイ　　イ　ヒ　②にイソへ，③にイワマツ，④にイワヤマのよみ，⑤に一下　乾　揖斐
イヂチ　イソ　イリヤ　イソカノ　イパ伊地知　因　入谷　磯谷　伊庭の語が入るのが，発空本である。
　　　　　　　　　　マも　ことばを知っていて，文字をひくのが節用集なのである。そうであれば，筆
看の身近な一般的な人名，地名に語の出入があるのは，当然予想できることで
はある。
　また，こんな例もある。ハ部天地門の最後は，
　ハ　ブ　　　パソドウ　　ハクサソ　　バコ　ネ　　　パウヲク　　バクデン　　ハウキボシ　　バケモノ
　土生　坂東　由山　箱根　茅屋　迫田　彗星　天化（慶長九年本）
　ハブ　ハウキボシバケモノ　ハウソノ　土生　醤i星　天化　祝園　　　　　　　　　　　　　（両足院本）
　ノヘ　ブ　土生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発空本）
となっている。これからだけ考えると，舞空本がもとになり，少し語を加えた
のが両足院本であり，一層増補したのが慶長九年本であることになるのだが。
前の例（イ部人名門）はこれと逆の結果になっている。どうも，語の数からだ
けで，成立の先後は判定できないようである。
　二。ヲ部の食物門は，慶長九年本だけにあって，発空本・両足院本にはまウ
たく欠けている。
　　　　　ニエ　　　　　 ユウ　ミ　　ニウメン　ム食物　執供物　四三　入麺
　　　　　ヲセユ　ヲコシゴメ　ヲマナ　ム食物　平水　興米　御町
がそれである。これは，一門全部が欠けている例であるが，一部無いという例：
　　　　　　　　　　　　　　ニウハチ　エベ　　　　　　　　　　　ホタホツクイホウは多い。二部財宝門の最後の，鏡野　漆膠刀。ホ平乗木門の最後の，樋柵拙防
颪・一部論門の脚継悪説の註・・ら辱讃監卒・餌壷・娘片聾
　　　　　ヘソ　　ハン　　ベソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　トシコシ≧翻眞蔑≧翻≧翻ヒ便㌔　ト部時節門の最後の歳越。以上は各門の最後の部分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドモルの語がまとまって欠けている例である。その他，ト部支躰門の，痔。チ部人倫
門の讃箱灘ゴ㌔註の前半だけ漱げてい・・
　以上の相違点の中で，もっともはっきりしているのは，二。ヲ両部の食物門
が爾・雍本には全く無く，しかも，その語が他の門に混入していないことであ
る。また，一部欠けている語も，門の最後に圃っている。さらに，慶長九年本
　　　ハ　タゴでは，旅籠旅食が，ハ部財宝門と食物門に重出しているが，一方，両本とも食
物門にはないこと。どうも，食物門だけから見ても，舞空本と両足院本とは
ひじょうに近い関係にあるし，慶長九年本との関係もこのへんに解決の鍵がか
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　キ　ビくされているようである。さて，慶長九年本の二部支躰門に，胞廉疾とある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニキビ両足院本も岡じ。ところが，発空本には，胞癒となっている。慶長九年本のイ
本は，魂空本らしい。
　これらを総：合して，わたくしは，i発空本→両足院本→慶長九年本という戒立
の順序を考えている。前述の山田忠雄氏の，「最古の本」と正反対の結果にな
った。これは，　「量」だけからの結果である。　「質」を忘れているの誘は覚悟
している。イ三人名門の，あまりにも統制のとれた語の出入りは，その「質」
に係わるものなのかもしれない。
　成立の1順序から離れて，三本の相違を見よう。ハ部樂名門は，発空本では，
樂名錨駐融藥繍蝦魏駄謙灘懸
両足院本は，
餐繕薩至欝鄭勲簗魏黙幕欝蓼除
この本では，
　バ　トウレウ　　ゲンジヤウラクナツソ　リサイシヤウラウ
　　　陵王還城門納蘇利採桑老牛頭　　　以上儒者樂舞余者略面不一
と，門名なしに，ハ部食物門の最後に付けてある。以上五者楽舞云々の註があ
るものが食物である筈はない。これは，筆写の時に門名を見落し，陵王以下
を，抜頭の註とこじつけてハ部に入れたとしか考えられない。そういう翔で見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イトケナシ　レツレカると，どのような写本にでもある筆写の時の間違いはある。幻，敦與，ハ部
　　　　　フ　ぱウ堅木門に，芙蓉があるのは，よみは，ハチスで，註がフヨウなのである。
参考までに，註として出している出典を列挙しよう。
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　風戸　朝風　類篇　類説　韓詩　退避詩　漢天交志　暦側　万葉集　太平御
　覧　大般若音義　年篭行書　山谷句　参州風土記　左傳　史記　新撰万葉集
　雌鳴節　事文類聚　十三経　事林廣記　尚書　集韻　易経　文選　毛詩　准
　南子　荘子　酉陽雑事
　　　　　　　　イミシクソロ　 イマカウトヲホエソロ　イ部華語門に，寄敷候・今騨畳候などがあるところをみると，出典には往
来物があってもいいようである。
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　よみは，厘劉として，右側にかたかなで付けてあるσ時には頭側に付けた例
もあることはある。
　イブカシ　　ニハ　　あジ　　ユジ　　ホラ　　ホルう
　不審　庭　虹　電　洞　潤然
　フシソ　　テイ　　コウ　　ゲイ　　ドウ　　バウゼソ
　この例は，二つのよみが行われていたがラ通則からいって右側が一般のもの
で，左側は特殊なよみであったと考えてさしつかえあるまい。この例では右は
訓で，左は音である。
　バイバイ　　イソシン　　　　ヰヨウ　　　　ボウフウ　　ホソンウ
　蜜買　音信　　匙　　暴風　奔走
　ウジカウ　　フト’ヅレ　　ヲシマロハス　　昌ワカ　ノ、シリハシ’ル
右の音は普通のよみで，左側の訓は特殊なよみ。これらの外に，
羅購饗葵黒解熱窪長
のような例もある。
　以下に，この本の資料としての価値というほどのものではないが，目につい
た語を拾ってゆくことにしよう。はじめに，調査に得た副産物といったものを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハワ披露しておこう。村井本（神宮文庫蔵）に，母とよみを付けてあり，箋空本に
トヲエル
檎とあったのが特に目立ったものである。
　ではラ慶長九年本について。全体をながめてみると，他の本よりは，濁点を
多くうってある。といっても，当時の音に忠実であるということではない。当
時の語の清濁をこれから決めることは危険である。しかし，濁点がないから清
音だったとは決められなくても，濁点のあるものは，一応濁音だったと考えて
みてもさしっかえはあるまい。
　あ同価ツミ　　ニハタヅミ　　ホトリキス　ホトヘギス
　礎漂一事　縷悉鳥一灘繊の例を見ればわかると思う。
①現在では濁音ではよまない語
ハダノ　　バウマン　　ルイザ　　　ヲ　ギ　　ヲソデキ　ヲモバにキ　ヘソガイ　　ドウポウ　　ボウユウ　ドソジヤク　ヂソチヤウケ
秦野　飽満　根魚　隠岐　怨敵　面煩　変改　岡朋　朋友　貧着　沈香華
チダイ　　リャゥジャゥ　　ヲモソバカル　ボソデン　　バンゲイ邊怠領掌慮梵天晩景
仮名つかいは，まったく統一がとれていない。もちろん，他の多くの本がそ
うであるように，イ・エ・オとヰ・エ・ヲをそれぞれ同一部に入れているのも
（エとヱは推測），字を知る為の字書であるから，それでいいのであろう。
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②仮名つかいの乱れている例。
イモフF　イキドヲリ　イキヲイ　イヌヲフモノ　　ホウ　　ヒトハラィ　　＝ツコトハラゥ　　　ヲホモリ　　ヲ、バ　　イクハソ　　ハンクワン
妹　　憤　　勢　犬追物　頬　一笑　莞爾笑也　大森一大庭　衣冠一判官
　節用集の原著者は，建仁寺の僧であろうというのに落着いているようにも思
える。それでか，漢語のよみの今貝と異るものが多い。
　⑧現在慣用のとよみの異る語
イウジヤク　　ロ　フ　　ハツ瓢ウ　　ハツ呼ヨ　　ぶウシ　　ホイタウ　　ボウタク　ホγギヤク　ヘンガイ　　トゥシヤウ　ドウジャゥ幼若　薗簿　末葉　発語　暢子　陪堂　夢澤反逆　変改　灯明　動静
　　　　　　　　　　　　マ、モウス　チコウジ　　ヂむクセ　　リウスイ　　リソエ　　ヲンゴソ
　停止　濁世　立錐　輪廻　遠近
よみに当ててあるかなの音価を推定することが，まず先決問題ではあろうがQ
④音韻史の資料として興味のある語。
イカルゴ　　イネフ　　バイゼウ　　バツ　　ハラヘ　　ハヤシ　　バゴクム　　ハキノコウ　　ハソベル　　ァまゆシ　　ボウタク　　ホソグ
鵤　　囲続　陪従　罰　禮　　拍　　育　　掃拭　　待　　法師　夢澤　反故
　　　　　　　　　ノζチ　　ハライ　　ヒウシ　　　　　　　　　　　　　　　騨マ、　　　ボツシ　　　　　　　　　　 ゴ
トツサカ　　ドクにウ　　トプラウ　　トウサフライ　　ドツクワツ　　チイロ　　ジツス　　ノソギノヤマイ　　リソエ　　ヲモツカナイ鶏冠醐駿　訪　酔筆　独活干尋栗鼠　喉病　輪廻蒼（cf．
ヲぷツカナシ　　　　ヲツ　ド　　ヲメク　　ヲンデキ　　ヲヘヵメ
不審）　　越度　喚　怨敵　　狼
⑤現在では，もう耳遠い感をもつようになってしまった語。
ヲキロコトガラ　　ハタノレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲキノノレ　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ二二ク
蹟蔓柄　徴（この本ではバグルになっている）貰　～メクの形の語（稼
イゴメク　　ハタメク　　ハタメク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トチメク貧農　礒　i際舩一志空本ではト・メク　迷噛）
　節用集を読んでいると，じつに楽しい。少しも古い時代の字書という感じは
しない。こんなことばを見てはうれしくなってしまう。
礫轟轟縣麻冠職義滋藤隷熱熱課欝
民衆の中を，キャッチボールのボールのように，あちこちと勢いよく受け渡さ
れていたことばに，じかにふれているのだという感じが，ひしひしと身に感じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ジウキウクワイリクられる。これは，少々余談に互るが，流図外蟹琉球は，いまの黛本の状勢から
みて，ちょっとかくしておきたい気がしないでもない。
節用集には，俗語が多く入っているという。
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⑥俗用などと明記してある語。
雛欝用・註・擁へ・禰・樽暴壽世醗野鶴
’・ウィツ（前略）
放逸躰緻云．薦．礪巖如。盗騰．㍗池
天鶴魏霧鋤鯉雌量云漁意灘
　当時の生活を知る上にも多くの資料を提供している。それは，財宝乞食西門
　　　　　　ヲ　　ガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ビソ　　　ィ　　カタ　　　ジヨクシぷ　　　ハソニヤタゥ　　　　ホウゆン　　ミ　ソ
などに多い。大鋸は有名である。土瓶・鋳鋳・濁酒・盤若湯・法論味喀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニコリサケ誌ノ嫌な・はおもしろい・
　金体の四分の一でしかないこの一冊の節用集からでも，国語史の研究に多く
の問題を引ぎ出すことができる。今まで疑問にされていたことの解決の緒を与
えてくれるものも潜んでいそうである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こほん　このような宝の山に入りながら，今までの節用集研究は，ともすれば古本を
探し出して，その書誌的研究で事終れりとしていた傾向が強いQかく言うわた
くしも，どうもその弊に陥ったもののようである。「書誌的研究はもちろん大
切であるが，とかく国語学の力の弱い者は，すぐ書誌に逃げて行ってしまう。
それは，もっとも戒めなければならないことである」との，卒論の口頭試閥に
際しての恩師遠藤嘉基博士のことばは忘れられない。
　この稿を終るに当って，貴重な調査資料の披見を快くお許しくださった山田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こにまん忠雄氏，我儘なわたくしに惜しみなく分け与えてくださった古本の所蔵者ラ研
究所の方々，とくに近代語研究室員の方達の好意に，ここであらためて心から
の感謝のことばを述べたいと思う。　　（昭和33年11月3臼・文化の臼稿了）
340
